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（訂正）「公認会計士等の異動に関するお知らせ」の一部訂正について 

  平成２４年２月１３日に発表した標記開示資料について下記のとおり訂正がありましたのでお知らせし
ます。 

記 
 

１．訂正個所 
訂正箇所は  を付して表示しております。 
４．異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

【訂正前】 
 平成 23年 2 月 13 日開示「過年度の決算修正の可能性についてのお知らせ」のとおり、当社の取締

役会および外部の専門家による調査により、過年度の決算について修正を有する可能性がある事象が

判明し、あわせまして今年度の四半期報告書も修正される可能性があることが判明いたしました。こ

れを受けまして、会計処理における見解の相違により当社の会計監査人東京中央監査法人から当社の

会計監査人を退任したいとの申し出がありました。 

 
【訂正後】 
 平成 24年 2 月 13 日開示「過年度の決算修正の可能性についてのお知らせ」のとおり、当社の取締

役会および外部の専門家による調査により、過年度の決算について修正を有する可能性がある事象が

判明し、あわせまして今年度の四半期報告書も修正される可能性があることが判明いたしました。こ

れを受けまして、当該事項に関する会計処理について、東京中央監査法人より、当社の監査意見を表

明するための十分な監査証拠を入手することが困難と判断されました。さらに、連結対象子会社であ

るハミングステージにおいて、会社財産を保全するための適切な内部統制が整備されていないこと。

また、当社グループにおいては、数期にわたり営業キャッシュフローのマイナスが続き、継続企業の

前提に関する重要な不確実性が存在していることなどの理由により、当社の会計監査人東京中央監査

法人から当社の会計監査人を退任したいとの申し出がありました。 
 
２．訂正の理由 
 当社において、平成２４年２月２０日臨時報告書を関東財務局長に提出した後に、当社内において「会

計処理における見解の相違」以外に東京中央監査法人が留意している事項があり、「見解の相違」以外の退



任理由についても説明することが必要であるとの意見があり、平成２４年２月２２日訂正臨時報告書にお

いてその他の留意している点についても表記を行なうにいたりました。平成２４年２月１３日時点におけ

る東京中央監査法人の退任理由は「見解の相違」であると当社及び同監査法人の間で理解しておりました

が、過年度の決算を修正するのであれば十分な監査証拠を入手することが困難であること、当時のハミン

グステージについて適切な内部統制が整備されていなかったこと、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が存在すること等複数の要因があり、訂正臨時報告書を提出した際にこれらの複数の要因を表記したた

め、これにあわせるかたちで当該訂正を行なうことにいたしました。主たる要因といたしましてはあくま

でも過年度決算の修正に関する会計処理における見解の相違であることは変わっておりません。 
 

以  上 
 

 


